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第 5 章は臥空間座標について 4 階の偏微分方程式のある種の形の場合を論じたもので，工学的にし
ばしば現われる形の境界条件を 4 群に分かち，各群 lこ対する従属境界値問題の固有関数聞に成立すべ
き広義の直交関係を求め，これを基にして固有関数によ石広義の有限変換を定義し，乙の変換による
問題の有力な解法を示している。
第 6 章は， 以上の理論を複合領域における連立偏;徴分方程式のある形の1場合に拡張したものであ
る。
第 7 章は第 I 篇の総括である。
第 2 篇では基礎理論の工学的応用法とそれに関するこ，三の実験が論述されている。







第 3 章は，付加物体をもった段付チモシェンコはりの非定常振動問題を，第 1 篇第 6 章において展
開した連立方程式の場合の理論の応用例として取扱ったものである。
第 4 章は第 2 篇の総括である。
最後に本論文全体のまとめが述べられている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，複合領域におい予て，工学上最も重要な形の線形偏微分方程式に関する線形非定常問題の
解析的解を求める実用的方法を開発したもので，その要点は，従属境界値問題の固有関数聞に成立す
る広義の直交関係を見出し，乙の関係を基盤とした固有関数による有限積分変換を新たに定義して，
ζれにより解析的解が極めて明快にかつ事務的に書き下されるととを示した点にある。 ζの著者の方
法により，従来はラプラス変換その他の手段でも容易に解き難かった諸問題が比較的容易に解ける乙
とは，応用数学上にも貴重な新しい成果をおさめたものであるが，その応用的見地からすれば，基礎
的な工学上の非定常諸問題の理論的研究を容易ならしめた功績は極めて大きい。よって本論文ほ博士
論文として価値あるものと認める。
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